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貨
幣
數
量
説
と
ケ
イ
ン
ズ
物
價
理
論
（
一
）
河
本
博
介
日
　
　
　
　
　
次
I
．
貨
鞄
数
孟
説
と
「
賃
愕
改
革
論
」
一
淳
二
　
貨
幣
数
量
説
の
二
つ
の
類
型
と
「
貨
幣
改
革
論
」
≡
　
若
干
の
吟
味
T
⊥
．
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
、
古
典
派
経
済
学
か
ら
の
脱
却
を
示
す
革
命
的
な
理
論
で
あ
り
、
同
時
に
貨
幣
理
論
の
上
に
於
い
て
も
、
賃
解
数
量
ノ
説
か
ら
の
脱
却
の
過
程
堅
不
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
は
イ
ギ
リ
ス
古
典
学
派
的
伝
統
か
ら
の
轟
雛
を
物
語
る
も
の
で
、
新
し
い
貨
魯
経
済
の
理
論
の
結
実
で
あ
る
と
考
へ
得
ら
れ
る
も
秒
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
発
展
の
う
ち
に
、
古
典
派
貨
櫓
埋
論
と
近
代
的
貨
幣
理
論
と
の
差
異
整
礪
み
と
り
う
る
で
あ
ら
う
。
第
一
次
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
期
に
於
い
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
克
服
の
た
め
に
と
ら
れ
た
種
々
な
る
貨
幣
的
政
策
の
当
面
の
日
柄
遠
・
物
価
水
準
の
安
定
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
・
そ
の
理
論
的
基
盤
を
な
し
た
も
の
が
所
謂
数
量
説
理
論
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
こ
で
重
要
な
も
の
は
・
貨
幣
数
量
の
統
制
で
あ
っ
た
と
云
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
貨
幣
理
論
に
於
け
る
数
量
説
に
対
す
る
反
貸
循
数
昆
誼
と
ケ
イ
ン
ズ
物
価
理
論
A
．
経
営
と
経
済
省
が
、
貨
幣
数
量
を
決
定
す
る
要
凶
或
ひ
は
ま
た
、
貨
幣
数
量
と
物
価
水
準
と
の
関
連
と
の
問
題
に
対
す
る
分
析
か
ら
、
生
産
、
雇
傭
及
び
所
得
の
水
準
を
規
定
す
る
要
因
の
分
析
に
問
題
の
発
展
が
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
の
ご
般
理
論
」
の
も
つ
重
要
性
も
ま
た
と
と
に
見
ら
れ
、
貨
幣
理
論
の
上
に
於
け
る
大
き
な
飛
躍
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
貨
幣
数
日
一
良
説
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
貨
幣
価
値
の
問
題
に
関
す
る
重
要
な
理
論
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
価
値
が
一
般
物
価
の
逆
数
で
あ
る
限
り
、
と
の
貨
幣
価
値
の
理
論
に
よ
っ
て
物
価
理
論
が
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
物
価
理
論
と
し
て
伝
統
的
な
も
の
が
貨
幣
数
量
説
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
札
が
貨
幣
数
日
一
単
一
説
の
理
論
的
発
展
を
辿
る
場
合
に
於
い
て
、
貨
幣
数
量
、
説
と
は
如
何
友
る
理
論
で
あ
る
か
と
問
は
れ
る
時
、
そ
の
解
答
に
非
常
に
困
難
を
感
宇
る
程
に
所
謂
数
量
説
と
呼
ば
れ
る
も
の
L
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
と
と
で
は
定
義
の
問
題
を
深
く
追
究
す
る
と
と
は
当
面
の
目
的
で
は
な
い
。
簡
単
に
広
狭
二
義
の
解
釈
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
代
表
す
る
二
、
三
の
学
者
の
見
解
を
述
べ
る
に
止
め
よ
う
。
数
量
説
に
対
し
て
広
義
の
解
釈
を
と
る
も
の
と
し
て
、
例
へ
ぽ
ア
ル
ト
マ
ン
(
∞
・
H
J
k
r
r
g
gロ
)
は
、
数
量
、
説
と
は
貨
幣
数
回
一
抵
の
増
加
が
物
価
を
騰
貴
さ
せ
、
そ
の
減
少
が
物
価
を
下
落
さ
せ
る
と
云
う
如
く
に
、
貨
幣
の
数
宝
と
物
価
と
の
問
に
密
接
た
関
係
の
存
在
を
容
認
す
る
と
と
ろ
の
、
ず
ぺ
て
の
物
価
理
論
ま
た
は
貨
幣
理
論
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
む
同
様
な
見
解
は
ま
た
キ
ル
マ
イ
ヤ
l
(
閃
・
百
円
B
P
{
O
H
)
に
於
い
て
も
支
持
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
数
日
豆
、
説
を
も
っ
て
一
つ
の
集
合
概
念
で
あ
る
と
し
、
同
月
、
の
側
に
於
い
て
相
殺
的
変
動
の
生
じ
な
い
限
り
、
仰
は
幣
の
数
量
と
貨
幣
の
価
値
即
ち
所
詰
物
価
と
の
問
に
於
い
て
は
.
貨
幣
数
室
。
増
加
が
一
般
に
物
価
を
勝
貸
さ
せ
、
そ
の
減
少
が
物
価
を
下
落
せ
し
め
る
関
係
の
あ
る
と
と
を
説
く
、
す
べ
て
の
理
論
を
数
量
説
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
立
場
か
ら
数
量
説
。
諸
規
型
を
求
め
て
、
貨
幣
数
量
と
一
般
物
価
と
の
聞
の
単
純
左
機
桟
的
関
係
の
存
在
を
認
め
る
と
こ
ろ
の
、
所
詞
素
朴
に
し
て
機
械
的
な
数
量
説
(
U目。
E
言。
g
o
n
r
s
u
n
r
o
o
gロ門戸
S
Z
F
8
1
0〉
、
両
者
の
比
例
関
係
を
主
同
抗
す
る
所
謂
比
例
的
数
量
説
(
口
一
。
P
0
3
E
o
s
-
g
z
F
8
1
0
)、
流
通
速
度
の
概
念
を
導
入
し
た
修
正
数
量
説
(
巴
o
自
主
日
E
R
B
0
5
2
5仲間岳
8
1
0〉
及
び
貨
幣
数
量
と
一
般
物
価
と
の
関
係
を
‘
数
学
的
に
表
示
せ
ん
と
す
る
所
謂
交
換
方
程
式
(
巴
官
ぐ
2
g
r円
高
笠
n
r
g開
)
を
あ
げ
て
い
る
。
わ
し
か
し
な
が
ら
数
量
、
説
を
広
義
氏
解
釈
す
る
と
と
は
、
数
量
説
自
体
の
理
論
的
特
質
を
稀
薄
な
ら
し
め
る
恐
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
に
対
し
て
、
当
然
狭
義
の
解
釈
の
求
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
o-
狭
義
の
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
例
へ
ば
シ
ユ
A
ピ
1
ト
ホ
フ
(
k
r
r
s岳
丘
町
)
が
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
数
量
説
は
他
の
条
件
に
し
て
変
化
せ
ざ
る
限
り
、
貨
幣
の
価
値
を
そ
の
流
通
量
に
依
存
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
流
通
量
が
増
加
す
れ
ば
そ
の
価
値
が
減
少
し
、
そ
の
流
通
宣
伝
減
少
す
れ
ば
そ
の
価
値
が
勝
賞
す
る
。
し
か
も
そ
の
流
通
萱
と
価
値
の
変
動
が
、
同
じ
割
合
を
保
つ
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
め
と
と
に
於
い
て
、
g
g
ユ曲目
V
2
5
5
な
る
概
念
は
数
量
説
を
規
定
す
る
上
に
於
け
る
重
要
な
る
前
提
条
件
と
な
る
。
と
と
ろ
で
貨
幣
数
量
説
を
分
類
し
た
場
合
に
、
上
述
の
キ
ル
マ
イ
ヤ
ー
の
そ
れ
の
外
に
角
所
得
数
量
説
の
如
き
を
加
へ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
と
と
で
は
数
日
亙
説
を
二
大
別
し
て
現
金
取
引
数
量
説
(
n
S
F
R
g
z
a
g
岳
0
ミ
)
と
現
金
残
高
数
日
亙
説
(
n
g
v
Z
F
2
0
岳
g
q
)
と
し
、
夫
々
の
場
奈
の
中
に
数
日
亙
一
、
説
迎
論
の
椛
造
を
明
か
に
し
、
そ
の
発
展
の
跡
を
辿
っ
て
見
る
。
か
く
て
そ
れ
と
の
関
連
に
於
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
三
部
作
、
「
貨
幣
改
革
論
」
(
k
r
吋
g
2
8
民
8
0
2
q
H
N
O
F
H
B
Y
「
貨
幣
論
」
(KF
叶
8
2
u
o
o
p
E
0
5
5
、
及
び
「
一
般
理
論
」
(
吋
F
o
C
S
O
B
-
吋
F
g
q
o同
開
B
E
a
g
g丹、
F
8
8
2
2仏
足
。
ロ
ミ
)
を
問
題
と
し
そ
れ
を
通
し
て
、
役
の
貨
幣
理
論
の
解
明
を
試
み
、
彼
の
物
価
迎
論
の
内
容
を
そ
の
者
作
の
発
展
に
沿
う
て
検
討
し
て
見
る
と
と
に
し
た
い
。
さ
て
数
回
一
旦
説
を
以
上
の
二
つ
の
類
型
に
わ
け
た
場
合
に
、
前
者
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
直
ち
に
フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
3・
目
的
志
と
を
あ
げ
う
る
。
後
者
は
ケ
ム
プ
リ
ヲ
ヂ
学
派
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
(
〉
・
宮
民
的
ra--)
、
ピ
グ
l
(
〉
・
。
・
盟
問
。
ε、
ケ
イ
ン
ズ
の
名
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
応
完
成
さ
れ
た
型
を
ケ
イ
ン
ズ
の
「
貨
幣
改
革
論
」
に
見
る
と
と
を
得
る
。
り
切
・
?
と
5
5
P
H
E
S仏
え
ま
o号
戸
n
V
円四日
2
2
Z
乱
2
0
H
H
R
E
P
S
-
〉ユ
F
r
o
-
-
ο
g
u
Z
5
z
p
g岡山
0・
有
井
治
氏
「
貨
幣
数
量
設
の
研
究
」
一
一
一
一
一
一
一
頁
わ
同
・
円
r
g
p一
日
日
ロ
τ
ρ
5
3
E
5
5
v
g
H
Y
S
N
p
m∞・】
M
・
E
-
ハ
同
上
、
二
=
七
‘
一
四
O
、
一
四
一
一
頁
〉
め
kr
・
ω目
MFnF。町内日ロ向。
ρ
S己
凶
作
似
昨
日
p
m
R
F
F
E
σ
2
0
E
2
0
F
F
H
O
H
ぐ
2
4
2
H仲
Z
H
w
m
p
n
Z
出
P
5
2
p
g
H
F
?
町
g
高
島
。
ア
〉
・
4
d
m宮崎・∞
-
M
お・
ハ
同
上
、
一
四
一
一
一
瓦
)
詮
山
口
博
士
は
貨
幣
数
量
説
た
分
類
し
て
割
算
的
数
量
説
、
需
要
供
給
論
的
数
量
設
及
び
所
得
設
と
さ
れ
て
い
る
。
鶴
橋
参
照
)
矢
尾
政
段
は
数
量
詰
た
容
体
的
・
都
践
的
類
型
と
主
体
的
・
有
践
的
類
型
に
分
け
前
者
在
フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
型
数
量
説
. (
山
口
茂
氏
涜
通
経
済
の
貨
幣
的
後
者
た
需
要
供
給
論
的
数
量
読
貨
幣
数
註
設
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
理
論
経
営
と
経
済
四
と
剣
橋
残
高
数
量
設
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ハ
矢
尾
次
郎
氏
物
価
理
論
の
研
究
第
一
言
早
第
一
節
参
照
〉
L
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
交
換
方
程
式
貨
幣
数
HE
説
に
数
式
的
形
態
を
附
与
し
た
も
の
が
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
で
あ
る
。
か
L
る
数
式
化
へ
の
試
み
は
既
に
、
ニ
ュ
I
コ
ム
(
m
・2
0
W
1
8
B
F
)
、
ウ
ォ
l
カ
l
(
吋
-
k
r
・
毛
色
ZH)、
ヱ
ッ
ヂ
ウ
ォ
1
ス
(
吋
・
ペ
・
思
想
3
2
F
)
、
ハ
ド
レ
l
(
戸
国
注
目
。
可
)
、
ヶ
ム
メ
ラ
l
(
開・
4
司・
民
O
B
E
O
H
2
)
な
ど
に
於
い
て
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
均
所
詔
交
換
方
程
式
に
上
っ
て
数
量
説
を
史
に
発
展
せ
し
め
た
と
と
ろ
に
フ
ィ
ツ
シ
ャ
l
の
功
績
が
あ
る
。
彼
の
理
論
は
一
九
一
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
「
貨
幣
の
購
買
力
」
(
吋
F
O
H
Y
H
H
n
r
g
古
関
旬
。
君
。
同
色
沼
8
3
H
寄
り
2
0
H
B宮
丘
町
g
g弘
同
己
注
目
O
D
g
n
g品
目
円
)
に
於
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
従
へ
ば
、
貨
幣
は
財
貨
と
交
換
に
一
般
的
に
授
受
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
直
接
に
人
間
の
欲
望
を
充
し
得
る
の
で
は
な
く
、
人
聞
の
欲
望
を
充
足
せ
し
め
得
る
財
貨
を
購
買
す
る
能
力
を
具
備
す
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
数
量
説
は
こ
の
貨
幣
の
も
つ
特
質
に
そ
の
線
拠
を
沿
く
も
の
で
あ
る
o
勾
か
L
る
貨
幣
の
有
す
る
購
買
刀
が
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
、
貨
幣
の
一
定
量
で
も
っ
て
、
購
買
さ
れ
る
財
貨
の
主
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
そ
の
購
買
力
が
、
所
詰
物
価
水
準
を
表
現
す
る
も
の
と
な
り
、
従
っ
て
物
価
理
論
が
彼
の
研
究
の
目
的
と
す
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
物
価
水
準
を
左
右
す
る
原
凶
は
、
演
金
通
貨
の
影
響
を
無
視
し
て
考
察
す
る
な
ら
、
次
の
こ
と
に
依
存
す
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
。
即
ち
流
，
通
貨
幣
の
数
日
豆
、
流
通
貨
幣
の
殺
卒
、
即
ち
そ
の
流
通
速
度
及
び
財
貨
の
取
引
歪
で
あ
る
。
物
価
は
貨
幣
の
数
量
と
正
比
例
的
に
勝
賞
ま
た
は
下
落
す
る
と
云
う
形
式
で
数
量
説
が
表
現
さ
れ
て
き
た
が
、
之
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
貨
幣
の
流
通
速
度
及
び
財
貨
の
取
引
去
に
於
い
て
一
定
た
る
限
り
、
物
価
水
準
は
貨
幣
の
数
量
に
正
比
例
的
に
勝
賞
ま
た
は
下
落
す
る
o
め
た
づ
社
会
に
於
け
る
貨
幣
流
通
の
総
額
を
E
と
し
、
流
通
貨
幣
の
平
均
額
ぞ
M
と
す
る
。
し
か
ら
ば
E
一M
は
貨
幣
の
平
均
回
転
率
、
即
開
ち
流
通
速
度
V
で
b
る
o
そ
こ
で
出
削
l
H
〈
で
あ
り
、
何
日
宮
〈
と
な
る
c
故
に
E
又
は
M
V
は
交
換
方
程
式
の
貨
幣
側
を
表
示
す
る
。
つ
い
で
方
程
式
の
財
貨
側
を
見
る
な
ら
ば
、
議
財
貨
の
平
均
価
格
と
数
量
と
が
問
題
と
さ
れ
る
a
A
財
の
価
格
を
P
、
そ
の
取
引
H
亙
を
Q
と
し、
B
財
の
そ
れ
を
夫
々
FP
、
Q
で
表
示
す
れ
ば
、
交
換
方
程
式
は
次
の
如
く
表
は
し
得
る
。
F
3
1
U匂
ρ
十句、
ο、+眠、
ο、
+・
・
・
・
-w=ο="し門
。
ο
方
程
式
の
右
辺
は
P
T
と
芸
き
か
へ
得
る
。
T
は
Q
の
総
和
で
あ
り
、
P
は
す
べ
て
の
P
の
加
重
算
術
平
均
で
、
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
F
冨
〈
豆
〈
HMM、H
，
R
H
M
U
1吋
i
と
の
方
程
式
か
ら
推
察
し
得
る
と
と
ろ
は
、
物
価
水
準
は
貨
幣
の
流
通
量
と
正
比
例
に
、
貨
幣
の
流
通
速
度
と
ま
た
正
比
例
に
、
財
貨
の
取
引
目
一
旦
と
は
反
比
例
に
変
動
す
る
こ
と
と
れ
で
あ
る
。
と
の
関
係
の
う
ち
物
価
が
貨
幣
の
流
通
量
と
正
比
例
に
変
動
す
る
点
は
、
所
謂
数
量
説
を
椛
成
す
る
上
に
主
点
を
九
回
か
る
べ
き
も
の
で
、
他
の
写
情
に
L
て
一
・
口
凡
な
る
限
り
、
物
価
水
準
の
変
動
は
貨
幣
数
量
の
増
減
に
正
比
例
に
応
や
る
と
と
L
な
る
。
勾
更
に
フ
ィ
ツ
シ
ャ
l
は
物
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
凶
と
し
て
預
金
通
貨
を
加
へ
て
考
察
す
る
o
従
っ
て
交
換
方
程
式
は
拡
張
さ
れ
る
。
M
M
を
回
全
通
貨
、
?
を
そ
の
流
通
速
度
と
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
忌
〈
+
豆
、
〈
、
宮
〈
+
豆
、
〈
、
日
旬
、
吋
。
H
H
M
U
l
-
-
↓l
l
l
と
の
場
合
一
般
物
価
に
及
ぼ
す
貨
幣
数
日
亙
の
影
響
は
、
民
金
通
貨
の
存
在
を
考
慮
に
い
れ
な
か
っ
た
前
述
の
場
合
と
比
較
し
て
E
の
よ
う
で
あ
ら
う
か
。
貨
偽
数
JHE
と
一
般
物
価
と
の
聞
の
関
係
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
預
金
通
貨
の
介
入
は
と
の
関
係
を
破
壊
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
す
る
疑
問
が
生
や
る
。
今
仮
に
、
M
と
M
と
の
問
に
何
ら
の
関
係
が
な
け
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
疑
問
は
肯
定
さ
t
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
M
と
M
と
の
問
に
は
通
計
一
定
の
比
例
が
生
や
る
原
因
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
銀
行
の
現
金
準
的
は
通
常
波
金
に
対
し
て
一
定
。
比
率
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
他
の
そ
れ
は
伺
人
、
会
社
た
ど
の
現
金
取
引
と
小
切
手
取
引
と
の
問
に
、
ま
た
そ
の
千
許
現
金
と
涙
金
と
の
問
に
は
便
宜
と
慣
習
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
割
合
を
保
た
し
め
る
と
と
で
あ
る
。
故
に
と
の
比
率
が
短
期
的
に
は
撹
乱
さ
れ
る
と
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
や
が
て
均
衡
化
す
る
傾
向
を
生
や
る
も
の
で
あ
り
.
従
っ
て
質
金
貨
幣
を
附
加
す
る
こ
と
は
物
価
と
の
問
に
於
け
る
数
主
的
関
係
を
変
動
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
く
、
M
O
増
減
は
M
を
正
比
例
的
に
増
減
せ
し
め
、
一
般
物
価
の
上
に
前
と
同
様
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
旬
以
上
の
如
く
し
て
フ
ィ
ツ
シ
ャ
l
は
一
般
物
価
従
っ
て
貨
幣
の
購
買
力
に
影
響
す
る
直
接
の
要
因
と
し
て
、
貨
幣
の
数
量
、
一
般
物
価
の
水
準
を
表
は
貨
幣
の
流
通
貨
幣
数
日
以
設
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
理
論
五
経
営
と
経
済
..L. /、
速
度
、
涙
金
通
貨
の
数
日
豆
、
頭
金
通
貨
の
流
説
速
度
及
び
財
貨
の
取
引
量
の
五
つ
を
あ
げ
る
。
而
し
て
そ
の
他
の
物
価
に
及
ぼ
す
多
く
の
要
因
は
す
べ
て
こ
れ
ら
五
つ
の
要
因
を
通
し
て
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
指
摘
す
る
。
註
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
が
購
買
力
変
動
の
間
接
的
要
因
と
し
て
あ
げ
る
事
頃
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
め
一
、
財
貨
の
取
引
量
に
診
響
す
る
要
因
生
産
者
に
影
響
す
る
条
件
i
的
資
源
の
地
理
的
差
呉
例
分
業
向
生
産
技
術
的
資
本
の
蓄
積
消
費
者
に
影
響
す
る
条
件
l
人
間
の
欲
望
の
範
聞
及
び
程
類
.
生
産
者
と
消
費
者
の
双
方
に
関
係
す
る
粂
件
lω
運
輸
践
関
同
商
業
の
自
由
の
程
度
ご
、
貨
幣
及
び
預
金
通
貨
の
涜
通
速
度
に
診
響
す
る
要
因
F
個
人
の
慣
習
l
川
爺
約
と
退
磁
仰
信
用
取
引
例
小
切
手
の
使
用
支
払
制
度
i
的
収
入
及
び
支
出
の
度
数
例
収
入
及
び
支
出
の
規
則
正
一
般
的
原
因
l
的
人
口
の
密
度
仰
遅
輸
の
速
度
=
一
、
預
金
貨
幣
の
数
量
に
懸
饗
す
る
要
因
銀
行
制
度
及
び
そ
の
制
度
た
利
用
す
る
慣
習
掛
売
買
の
慣
習
四
、
貨
幣
数
量
に
診
響
ず
る
要
因
貨
幣
の
輸
出
及
び
輸
入
品
通
じ
て
作
用
す
る
懸
響
貨
幣
の
鈎
解
及
び
鋳
造
か
週
じ
て
作
用
す
る
影
響
貨
幣
用
金
属
の
生
産
及
び
消
費
た
通
じ
て
作
用
す
る
彦
響
貨
幣
制
度
及
び
銀
行
制
度
の
郎
防
響
mw
貨
幣
及
び
銀
行
制
度
の
性
質
仙
川
由
党
業
界
の
信
頼
mw
収
入
及
び
支
出
の
時
期
と
金
額
と
の
間
に
於
け
る
調
和
以
上
の
所
説
に
よ
り
交
換
方
程
式
は
、
物
価
水
準
が
貨
幣
及
び
浪
金
通
貨
の
数
量
に
正
比
例
し
、
同
様
に
そ
れ
ら
の
流
通
速
度
に
正
比
例
し
、
財
貨
の
取
引
支
に
反
比
例
し
て
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
た
が
ら
以
上
の
と
と
が
承
認
さ
れ
る
た
め
に
は
、
次
の
四
つ
の
条
件
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
一、
M
の
増
減
は
T
に
影
響
し
な
い
。
二、
M
の
増
減
は
V
及
び
V
に
影
響
し
な
い
。
三、
M
の
増
減
は
M
の
増
減
に
比
例
す
る
。
問、
P
は
常
に
受
動
的
要
索
に
し
て
、
交
換
方
程
式
中
の
他
の
要
素
を
変
化
せ
し
め
る
原
因
と
は
な
ら
た
い
。
以
上
の
フ
ィ
ツ
シ
ャ
l
の
推
論
に
於
い
て
交
換
方
程
式
に
対
す
る
批
判
は
、
と
れ
ら
問
つ
の
仮
定
が
現
実
的
妥
当
性
を
欠
ぐ
と
と
ろ
に
む
け
ら
れ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
と
れ
ら
の
前
提
条
件
は
貨
幣
数
量
か
ら
一
般
物
価
へ
の
因
果
関
係
を
、
論
証
せ
ん
が
た
め
の
単
な
る
収
定
に
す
ぎ
た
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
方
程
式
は
物
価
決
定
の
因
果
的
過
程
を
説
明
す
る
と
と
を
得
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
取
引
関
係
の
事
後
的
計
算
を
示
す
と
と
ろ
に
そ
の
意
味
が
存
布
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
均
衡
状
態
か
ム
他
の
均
衡
状
態
へ
の
過
程
に
於
け
る
、
物
価
水
準
の
変
動
を
説
明
す
る
理
論
と
し
て
無
力
た
も
の
と
云
わ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
所
謂
静
態
論
的
で
あ
っ
て
‘
と
の
と
と
は
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
発
展
の
上
に
於
い
て
も
、
同
様
に
反
省
さ
る
べ
き
重
要
た
意
味
を
も
つ
も
の
と
一
五
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
。
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貨
ヲ
&フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
の
交
換
方
程
式
に
於
い
て
は
、
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
学
派
の
数
量
、
説
現
実
に
財
貨
取
引
に
流
通
す
る
貨
幣
の
数
量
が
問
題
と
さ
れ
、
従
っ
て
そ
れ
を
現
金
取
引
貨
幣
数
量
設
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
理
論
七
経
営
と
経
済
八
数
日
一
旦
説
と
呼
ぶ
に
対
し
、
財
貨
獲
得
の
た
め
に
保
有
す
ぺ
き
貨
幣
の
保
有
高
を
物
価
水
準
と
結
び
つ
け
ん
と
す
る
も
の
が
現
金
残
高
数
量
説
で
あ
り
、
次
に
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
ケ
ム
プ
リ
ヅ
ヂ
学
派
の
数
量
説
が
と
れ
で
あ
る
。
ケ
ム
プ
リ
γ
ヂ
学
派
の
数
量
説
は
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
っ
て
最
も
明
瞭
に
且
つ
洗
練
さ
れ
た
方
程
式
で
も
っ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
と
の
学
派
の
数
日
一
旦
説
は
古
典
派
の
貨
幣
観
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
遠
く
は
ベ
テ
ィ
I
(
巧・
MM2q)
、
ロ
ッ
ク
(
同
・
F
o
n
w
o
)
、
カ
ン
テ
ィ
ヨ
ン
(
同
・
。
Ez--。
と
な
ど
に
さ
か
の
ぼ
り
得
る
程
の
長
い
伝
統
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
ゎ
貨
懲
に
対
す
る
需
要
を
人
々
の
主
体
的
立
場
か
ら
考
祭
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
と
の
学
派
の
創
設
者
は
マ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
役
の
数
量
説
に
対
す
る
根
本
的
忠
想
は
、
彼
の
箸
「
貨
幣
、
信
用
及
び
商
業
」
(
冨
g
o
u
J
。
H
O
L
F
同
自
品
。
O
B
B
O
H
8
)
に
見
る
と
と
が
出
来
る
。
先
づ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
於
い
て
貨
幣
と
凡
ら
れ
る
も
の
は
、
如
何
な
る
時
、
如
何
な
る
と
こ
ろ
に
於
い
て
も
、
J
間
口
問
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
買
手
段
と
し
て
、
一
般
的
に
流
通
す
る
と
こ
ろ
の
す
ぺ
て
の
も
の
か
ら
成
り
た
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
か
く
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
貨
幣
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
鍔
貨
と
紙
幣
と
を
あ
げ
る
。
め
人
が
貨
幣
を
需
要
す
る
の
は
l
i貨
幣
が
貨
幣
自
体
の
た
め
に
需
要
さ
れ
る
の
で
は
な
く
l
l貨
幣
を
所
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
一
般
的
勝
目
具
力
の
即
時
支
配
力
」
を
便
利
な
形
態
で
保
持
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
究
用
を
要
せ
守
し
て
、
貨
幣
を
所
持
す
る
と
と
の
利
詮
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
人
は
す
ぺ
て
貨
幣
の
形
態
で
大
な
る
即
時
間
州
民
力
を
手
許
に
保
有
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
貨
幣
を
手
許
に
保
有
す
る
と
と
は
何
ら
の
所
得
を
生
む
も
の
で
は
な
く
、
同
時
に
商
品
や
有
価
証
券
に
投
資
す
る
と
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
利
益
を
犬
ふ
こ
と
を
も
窓
味
す
る
。
そ
こ
で
人
は
即
時
購
買
力
を
手
許
に
保
有
す
る
と
と
に
よ
る
利
益
と
、
貨
幣
所
得
を
生
む
が
如
き
企
業
設
備
や
有
価
証
券
に
投
資
す
る
と
と
の
利
益
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
。
め
か
く
て
一
国
の
保
有
す
る
貨
幣
の
全
価
値
は
、
人
が
子
許
に
保
存
し
よ
う
と
す
る
即
時
購
買
力
の
量
よ
り
も
、
者
し
く
上
下
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
マ
ー
シ
ャ
ル
に
、
よ
れ
ば
一
国
貨
幣
数
量
の
増
加
は
、
他
の
事
情
に
し
て
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
貨
幣
単
位
の
価
値
を
正
比
例
的
に
低
下
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
的
さ
ら
に
役
は
、
一
年
間
に
商
取
引
の
た
め
に
入
手
か
ら
入
手
に
移
っ
た
、
平
均
回
数
を
乗
じ
た
一
国
貨
幣
の
全
価
値
は
、
勿
論
、
同
一
期
間
に
於
け
る
貨
幣
の
直
接
支
払
に
よ
っ
て
、
同
国
に
於
い
て
行
は
れ
た
商
取
引
の
全
部
と
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
と
の
同
じ
表
現
は
、
貨
幣
の
流
通
速
度
を
左
右
す
る
原
因
を
示
す
も
の
で
な
く
、
そ
れ
を
発
見
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
国
民
が
貨
幣
の
形
で
保
持
し
よ
う
と
す
る
即
時
購
買
力
の
量
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
山
し
か
ら
ば
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
人
が
手
許
に
保
有
せ
ん
と
す
る
即
時
諮
問
具
力
が
如
何
に
し
て
決
定
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
一
五
う
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
状
態
に
於
い
て
、
人
は
そ
の
所
得
の
う
ち
、
貨
幣
の
形
態
に
よ
っ
て
保
有
す
る
と
と
を
可
と
す
る
所
得
の
割
合
が
あ
る
。
そ
の
割
合
は
五
分
の
一
で
あ
っ
た
り
、
十
分
の
一
で
あ
っ
た
り
、
或
は
ま
た
二
十
分
の
一
で
あ
っ
た
り
す
る
。
貨
幣
の
形
に
於
け
る
資
源
に
つ
い
て
の
大
な
る
支
配
力
は
、
人
の
営
業
を
容
易
且
つ
円
滑
に
し
、
取
引
上
人
を
有
利
に
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
に
於
い
て
そ
れ
が
例
へ
ば
、
余
分
な
付
器
に
投
資
さ
れ
れ
ば
満
足
な
る
所
得
を
、
ま
た
余
分
の
機
械
や
家
畜
に
投
資
さ
れ
れ
ば
貨
幣
所
得
を
も
た
ら
す
ぺ
き
資
源
を
、
不
生
産
的
な
形
態
の
ま
L
に
と
め
て
し
ま
う
と
と
L
左
る
。
か
く
し
て
人
は
即
時
購
買
力
の
支
配
力
を
保
持
す
る
便
宜
さ
と
、
人
に
何
ら
直
接
の
所
得
を
も
ま
た
他
の
便
宜
さ
を
も
も
た
ら
さ
な
い
形
態
に
資
源
を
置
く
と
と
の
不
利
益
と
を
、
相
互
に
比
較
し
て
適
当
左
割
合
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
社
会
が
如
何
な
る
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
夫
々
の
階
級
を
通
じ
て
人
が
、
貨
幣
の
形
態
に
於
い
て
保
有
せ
ん
と
す
る
資
源
の
一
定
量
が
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
均
以
上
の
説
明
に
よ
っ
て
、
貨
幣
保
有
の
流
動
性
を
保
つ
と
と
の
必
要
が
、
日
常
取
引
の
遂
行
の
た
め
の
必
要
か
ら
、
ま
た
将
来
の
偶
発
的
な
出
来
ご
と
に
対
応
す
る
必
要
か
ら
影
響
を
う
け
る
と
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
と
の
問
題
が
所
謂
仰
人
的
動
機
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
0
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
即
時
購
買
力
の
概
念
は
云
は
ピ
、
ケ
イ
ン
ズ
の
流
動
性
選
好
の
概
念
に
適
や
る
も
の
で
、
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
は
さ
ら
に
手
許
貨
幣
保
有
の
動
機
が
所
得
動
機
、
営
業
動
機
、
予
備
的
動
機
及
び
投
機
的
動
機
と
し
て
よ
り
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
マ
ー
シ
ャ
ル
に
於
い
て
、
貨
幣
数
量
と
物
価
と
の
関
係
が
如
何
に
規
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
今
他
の
事
情
に
し
て
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
貨
幣
の
数
日
一
五
と
物
価
水
準
と
の
聞
に
は
、
前
者
が
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
す
れ
ば
後
者
も
ま
た
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
騰
貴
す
る
と
云
う
、
直
接
の
関
係
が
存
在
す
る
。
勿
論
人
が
貨
幣
の
形
態
で
保
有
し
よ
う
と
す
る
資
源
の
割
合
の
少
け
れ
ば
少
い
ほ
芝
、
貨
幣
の
全
体
の
価
値
が
低
く
な
る
。
貨
幣
の
数
日
亙
と
物
価
水
準
・
と
の
関
係
は
、
第
一
に
総
所
得
を
変
化
せ
し
め
る
と
と
ろ
の
人
口
及
び
宮
の
変
化
、
第
二
に
貨
幣
に
代
っ
て
そ
の
他
の
支
払
方
法
を
使
用
せ
し
め
る
と
と
ろ
の
信
用
機
関
の
発
達
、
第
三
に
商
品
の
製
造
及
び
販
売
の
過
程
に
於
い
貨
幣
数
量
設
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
盟
論
九
経
営
と
経
済
O 
て
影
響
す
る
と
こ
ろ
の
輸
送
、
生
産
及
び
一
般
商
業
的
方
法
の
変
化
に
よ
っ
て
、
永
続
的
に
変
動
し
、
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
o
m
さ
ら
に
貨
幣
単
位
の
府
民
力
に
つ
き
見
る
と
、
他
の
事
情
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
貨
幣
単
位
の
数
日
一
年
一
と
反
比
例
的
に
変
動
す
る
。
今
不
換
紙
偽
の
発
行
目
亙
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
の
も
の
L
信
用
は
低
下
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
十
八
の
保
有
せ
ん
と
す
る
即
時
購
買
力
の
宝
は
減
少
す
る
と
と
L
な
る
。
即
ち
各
貨
幣
単
位
の
価
値
は
、
貨
幣
単
位
の
数
H
E
O
増
加
の
割
合
を
と
え
て
下
落
す
る
で
あ
ら
う
。
均
そ
う
し
て
あ
ら
ゆ
る
地
位
と
股
栄
を
合
む
一
国
の
住
民
は
、
全
体
と
し
て
見
て
彼
等
の
年
々
の
所
得
の
十
分
の
一
と
、
そ
の
財
産
の
五
十
分
の
一
と
を
合
し
た
即
時
的
牒
買
力
を
手
許
に
保
有
す
る
と
と
を
仮
に
利
益
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
国
の
貨
幣
の
全
体
の
価
飢
が
こ
れ
ら
の
高
の
合
計
と
等
し
く
な
る
傾
向
が
あ
る
o
m
と
の
よ
う
な
マ
ー
シ
ャ
ル
の
考
へ
方
の
う
ち
に
彼
の
貨
幣
価
s似
の
理
論
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
数
量
説
は
所
謂
現
金
残
高
数
H
瓦
説
。
北
山
林
礎
を
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
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プ
ル
の
考
へ
方
を
方
程
式
で
示
し
た
の
が
ピ
グ
ー
で
あ
る
。
彼
の
数
量
方
程
式
は
彼
の
論
文
た
る
「
法
貨
の
交
換
価
値
」
叫
に
於
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
説
く
と
と
ろ
は
大
要
次
の
如
く
だ
あ
る
。
一
般
商
業
上
の
信
認
と
景
気
の
変
化
ピ
グ
ー
は
一
回
に
於
け
る
法
貨
の
単
位
当
り
の
交
換
価
値
が
、
そ
の
他
の
財
貨
の
価
値
と
同
様
に
需
要
供
給
の
一
般
的
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
。
従
っ
て
法
貨
の
交
換
価
値
の
決
定
に
於
い
て
、
貨
幣
以
外
の
財
貨
の
価
値
が
貨
幣
と
は
独
立
に
決
定
さ
れ
る
と
す
る
と
と
ろ
に
注
意
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
法
貨
の
交
換
価
値
を
決
定
す
る
諸
要
凶
の
研
究
を
試
み
て
い
る
。
と
の
場
合
彼
の
認
め
る
法
貨
の
極
演
は
、
本
位
貨
幣
、
補
助
貨
幣
及
び
法
律
上
無
制
限
に
適
用
す
る
政
府
紙
幣
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
銀
行
券
が
除
外
さ
れ
て
い
る
と
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
/
法
貨
に
対
す
る
.
需
要
は
、
人
の
経
済
生
活
の
特
質
か
ら
日
常
の
取
引
を
円
滑
に
遂
行
し
、
ま
た
物
価
勝
賞
或
ひ
は
予
想
し
が
た
い
需
要
に
対
し
て
応
じ
得
る
た
め
に
、
彼
ω資
源
を
充
分
に
法
貨
に
対
す
る
要
求
権
(
巴
己
g
S
F開己
g
E
O円
)
の
形
態
で
維
持
せ
ん
と
欲
す
る
と
と
ろ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
ピ
グ
1
は
、
小
麦
を
も
っ
て
交
換
価
値
を
去
は
す
べ
き
財
貨
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。
今
R
4
M
H
}
小
去
の
数
埜
で
一
誌
は
さ
れ
た
社
会
の
資
源
の
総
計
(
即
ち
一
定
期
間
の
所
得
を
去
は
す
と
と
に
な
る
)
を
示
し
、
k
を
と
れ
ら
資
泌
が
法
貨
に
対
す
る
要
求
権
の
形
態
で
保
存
し
よ
う
と
す
る
割
合
と
し
、
M
を
も
っ
て
法
貨
要
求
権
の
数
量
と
し
p
P
を
小
去
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
か
L
る
要
求
権
の
単
位
当
り
の
価
他
、
ま
た
は
価
格
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、
P
は
次
の
式
で
表
は
す
と
と
が
出
来
る
。
ー
'
r
H
H
I
l
l
 
L
F
l
v向
と
こ
に
云
う
法
貨
に
対
す
る
要
求
総
の
中
に
は
、
現
実
の
法
貨
の
外
に
銀
行
券
及
び
要
求
払
演
金
が
合
ま
れ
る
か
ら
、
c
を
法
貨
に
対
す
る
要
求
権
の
う
ち
人
が
現
実
の
法
貨
で
保
有
せ
ん
と
欲
す
る
割
合
と
す
れ
ば
、
二
i
n
)
は
銀
行
券
及
び
銀
行
演
金
で
人
が
保
有
せ
ん
と
す
る
割
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
h
を
銀
行
が
銀
行
券
及
び
銀
行
額
金
に
対
し
て
準
備
の
た
め
保
有
せ
ん
と
す
る
現
実
の
法
貨
の
割
合
と
し
、
M
を
現
実
の
法
貨
の
数
量
と
す
れ
ば
法
貨
へ
の
需
要
を
一
不
す
方
程
式
と
し
て
上
式
は
次
の
よ
う
に
た
る
。
-
n
m
r
同
7
同
町
{
の
+
『
(
戸
!
の
)
}
。
H
認
u
引
l
{の
+
F
(日
i
n
)
}
以
上
に
対
し
て
さ
ら
に
ピ
グ
ー
は
、
法
貨
の
供
給
に
つ
い
て
と
い
て
い
る
。
そ
れ
は
法
貨
の
供
給
の
支
配
さ
れ
る
条
件
を
考
察
す
る
も
の
で
次
の
場
合
を
あ
げ
て
い
る
。
一
、
法
貨
の
数
主
が
同
定
す
る
場
合
、
法
貨
の
供
給
金
は
そ
の
存
在
主
に
等
し
い
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
式
は
忌
u
U
で
あ
る
。
但
「
D
は
常
数
で
あ
る
。
貨
幣
数
量
設
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
理
論
経
営
と
経
済
二
、
法
貨
の
一
部
分
が
任
意
に
決
定
せ
ら
れ
る
場
合
、
そ
う
で
た
い
場
合
に
比
較
し
て
法
貨
の
供
給
は
そ
の
弾
力
性
が
少
い
。
と
の
場
合
は
冨
H
U
+時
(
司
)
三
、
法
貨
が
単
一
金
属
で
造
幣
局
に
於
い
τ自
由
鋳
造
さ
れ
る
場
合
、
法
貨
の
供
給
量
は
そ
の
金
属
。
貨
幣
以
外
の
用
途
に
む
け
ら
れ
る
数
量
を
控
除
し
た
も
の
と
な
る
。
問
、
金
銀
複
本
位
制
(
ゲ
一
B
o
g
-
-
2
5〉
ま
た
は
金
銀
合
成
本
位
制
(
4
E
g
o
gロ
目
的
自
)
の
如
き
場
合
に
於
い
て
は
、
供
拾
の
弾
力
性
は
大
と
な
る
。
五
、
法
貨
が
鋳
造
手
数
料
を
徴
牧
さ
れ
る
場
合
は
、
例
へ
ば
百
ポ
ン
ド
に
つ
き
数
シ
リ
ン
グ
の
手
数
料
を
要
求
さ
れ
る
場
合
に
於
い
て
、
M
C
C
l
m
 
法
貨
の
供
給
は
包
u
J
d
qー
さ
ぎ
と
な
る
o
ピ
グ
l
の
方
程
式
に
つ
い
て
云
ひ
得
る
と
と
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
立
論
を
承
継
し
て
数
量
方
程
式
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
と
対
比
せ
し
め
た
場
合
に
後
者
が
流
通
速
度
。
概
念
。
上
に
交
換
方
程
式
を
組
立
て
た
に
対
し
、
前
者
が
資
源
の
う
ち
人
が
法
貨
要
求
権
の
形
践
で
保
有
せ
ん
と
す
る
そ
の
割
合
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
所
謂
実
物
残
高
概
念
の
う
ち
に
と
そ
ケ
ム
プ
リ
ヅ
ヂ
学
派
の
数
量
説
の
特
徴
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
両
者
の
問
に
本
質
的
な
差
異
が
な
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
m，
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叶
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叫
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8
ロ
o
g
T
P
Z
2・
5
ロ
・
に
設
す
る
と
こ
、
ろ
で
後
に
修
E
さ
れ
上
の
論
文
集
に
攻
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
論
述
を
進
め
て
、
今
や
わ
れ
わ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
の
数
量
説
を
問
題
と
す
る
段
階
に
到
達
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
発
展
。
跡
を
辿
る
と
と
は
、
彼
の
数
量
説
の
克
服
の
過
程
を
追
ふ
と
と
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
貨
幣
数
量
説
は
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
発
展
の
云
は
ど
拠
点
で
あ
っ
た
。
「
貨
幣
改
革
論
」
、
「
貨
幣
論
」
及
び
「
一
般
理
論
」
は
貨
幣
理
論
。
上
に
於
け
る
彼
の
発
展
を
示
す
三
部
作
で
あ
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
も
伝
統
的
な
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
学
派
の
数
量
説
か
ら
出
発
し
た
。
先
づ
彼
の
「
貨
幣
改
革
論
」
に
於
け
る
数
日
亙
説
を
と
り
あ
げ
る
と
と
に
す
る
。「貨
幣
改
革
論
」
に
於
い
て
、
そ
の
基
礎
理
論
と
し
て
援
用
さ
れ
た
の
が
貨
幣
数
量
説
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
彼
の
展
開
し
た
貨
幣
数
量
説
に
於
い
て
は
、
貨
幣
は
、
そ
の
交
換
価
値
即
ち
貨
幣
を
も
っ
て
牒
買
し
得
ら
れ
る
財
の
放
用
を
除
い
て
、
貨
幣
自
体
と
し
て
は
何
ら
の
致
用
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
云
う
事
実
に
立
脚
し
て
い
る
。
と
の
と
と
は
、
貨
幣
が
あ
る
目
的
に
対
す
る
手
段
と
し
て
欲
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
見
解
に
遇
宇
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
金
の
如
く
、
貨
幣
以
外
の
用
途
に
対
し
て
も
致
用
を
も
つ
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
云
う
た
ら
ば
、
と
の
説
は
根
本
的
に
は
変
ら
な
い
と
し
て
も
多
少
複
雑
た
も
の
と
な
る
。
し
か
し
友
が
ら
政
府
統
幣
に
つ
き
云
う
な
ら
ば
、
そ
れ
自
身
何
ら
の
放
用
な
く
貨
幣
と
し
て
有
す
る
購
買
力
を
外
に
し
て
、
知
県
価
値
左
も
の
で
あ
る
と
云
は
、
な
け
れ
ば
た
ち
た
い
。
貨
幣
に
対
す
る
人
の
要
求
は
、
一
週
間
分
の
労
働
賃
銀
の
支
払
の
た
め
と
か
、
手
形
債
務
の
支
払
の
た
め
と
か
、
ま
た
は
旅
行
や
一
日
の
買
物
の
た
め
に
必
要
と
す
る
数
主
で
あ
っ
て
、
政
府
紙
幣
の
何
オ
ン
ス
、
幾
平
方
ヤ
ー
ド
と
か
何
ポ
ン
ド
と
か
で
は
な
い
。
か
く
て
人
が
手
許
に
泣
く
紙
幣
の
数
量
は
、
そ
れ
を
所
持
し
ま
た
は
携
帯
す
る
と
と
に
便
利
と
考
へ
ら
れ
る
購
買
力
の
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
的
と
と
ろ
で
人
が
保
持
す
る
こ
と
を
便
利
と
す
る
購
買
力
の
量
が
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
何
で
あ
る
か
ど
問
題
と
さ
れ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
か
L
る
購
買
力
の
萱
が
一
部
は
社
会
の
宮
に
、
一
部
は
そ
の
慣
習
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
o
さ
て
と
の
官
と
貨
幣
使
用
の
慣
習
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
徐
々
に
変
動
す
る
に
過
ぎ
な
い
に
対
し
て
、
後
者
は
一
一
層
変
化
し
易
い
も
の
で
あ
る
。
仮
に
宮
と
貨
懲
使
用
の
慣
習
と
が
変
化
し
た
い
と
す
れ
ば
、
貨
幣
の
形
態
で
人
が
保
有
せ
ん
と
す
る
購
買
力
の
量
が
定
ま
る
と
と
L
怠
る
。
と
の
購
買
力
の
一
定
量
は
、
重
要
商
品
ま
た
は
そ
の
他
の
消
費
支
出
の
た
め
の
特
定
室
、
例
へ
ば
生
活
費
指
数
の
た
め
に
結
合
さ
札
た
消
費
財
の
種
類
と
金
か
ら
在
る
単
位
、
即
ち
ケ
イ
ン
ズ
に
上
っ
て
消
費
単
位
(
8ロ
g
g宮山
O
ロ
gw)
と
昨
ぼ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
測
定
す
る
と
と
を
得
る
。
と
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
及
び
ピ
グ
ー
の
、
小
麦
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
人
は
k
消
費
単
位
に
対
し
τ、
購
買
力
を
も
つ
あ
る
貨
幣
数
量
を
必
要
と
す
る
と
仮
定
し
、
n
を
紙
幣
ま
た
は
そ
の
他
の
現
金
形
態
に
よ
る
貨
幣
の
流
通
量
と
し
、
P
を
各
消
費
単
位
の
価
格
と
す
れ
ば
-
P
H
H
唱
庁
な
る
方
程
式
が
成
立
す
る
。
と
の
場
合
k
が
変
化
せ
ざ
る
限
り
、
n
と
P
と
の
増
減
は
正
比
例
的
で
あ
る
。
即
ち
紙
幣
の
数
日
互
の
増
減
が
、
同
じ
割
合
で
物
価
水
準
の
勝
賞
ま
た
は
下
落
を
惹
起
す
る
。
貨
幣
数
量
設
と
ケ
イ
ン
ズ
物
価
理
論
経
営
と
経
済
四
以
上
の
仮
定
に
於
い
て
注
意
す
ぺ
き
と
と
は
、
人
の
購
買
力
に
対
す
る
要
求
が
現
金
に
τ充
さ
れ
、
他
方
と
の
要
求
の
み
が
唯
一
の
現
金
需
要
の
原
因
と
し
た
と
と
で
あ
る
。
人
は
銀
行
演
金
を
同
様
の
目
的
に
使
用
し
、
ま
た
銀
行
は
こ
れ
に
対
し
て
現
金
に
よ
る
支
払
準
備
を
用
意
す
る
事
実
か
ら
、
と
の
方
程
式
は
拡
味
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
k
消
費
単
位
を
現
金
で
、
ピ
消
究
単
位
を
銀
行
民
金
と
し
て
小
切
手
を
振
出
し
え
ら
れ
る
も
の
と
し
、
銀
行
が
頭
金
依
務
に
対
す
る
現
金
準
備
率
を
r
と
す
れ
ば
'
D
n匂
ハ
r+同
庁
、
)
と
な
る
。
と
の
場
合
k
、
ピ
及
び
r
に
変
化
が
な
い
限
り
n
と
P
と
の
関
係
は
前
の
方
程
式
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
k
と
ピ
と
の
割
合
は
一
般
公
衆
と
銀
行
と
の
取
定
め
に
依
存
し
、
そ
の
絶
対
似
は
人
の
慣
習
に
よ
り
、
r
は
銀
行
の
支
払
準
備
の
慣
習
に
よ
っ
て
犬
々
決
定
す
る
。
と
れ
ら
が
変
化
し
な
い
限
り
貨
幣
の
数
量
と
一
般
物
価
と
の
聞
に
は
、
上
述
の
直
接
の
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
が
ケ
イ
ン
ズ
の
数
量
説
の
根
幹
で
あ
る
。
間
と
こ
ろ
で
k
及
び
ピ
の
室
は
一
部
は
社
会
の
官
に
、
一
部
は
そ
の
慣
習
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
は
、
既
に
と
れ
ま
で
の
ケ
イ
ン
ズ
，
の
説
明
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の
慣
習
を
決
定
す
る
も
の
は
一
層
多
く
の
現
金
を
手
許
に
泣
く
と
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
、
そ
れ
を
消
費
支
出
に
む
け
る
か
ま
た
は
投
資
に
む
け
る
と
と
に
よ
っ
て
得
ら
托
る
利
益
と
を
比
較
し
、
そ
の
両
者
の
平
衡
す
る
と
こ
ろ
に
所
謂
均
衡
が
得
ら
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
人
の
貨
幣
使
用
な
ら
び
に
銀
行
取
引
の
慣
習
、
及
び
銀
行
の
支
払
準
備
に
つ
い
℃
の
慣
行
は
、
そ
の
社
会
の
経
涜
組
織
の
変
化
を
反
映
す
る
も
の
た
る
限
り
、
時
々
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
と
で
貨
幣
数
日
亙
n
の
変
動
は
、
k
、
r及
び
r
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
o
換
二
一
一
目
す
れ
ば
n
は
独
立
ボ
有
数
で
あ
る
と
す
る
考
へ
方
が
従
来
の
数
量
説
。
忠
想
で
あ
っ
た
こ
と
で
払
る
。
n
の
変
動
が
k
、
ど
及
び
r
に
は
関
係
な
く
直
接
p
に
の
み
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
解
釈
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
結
局
に
於
い
て
は
」
多
分
事
実
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
は
実
際
の
事
情
に
つ
い
て
誤
解
さ
れ
易
い
。
結
局
に
於
い
℃
人
は
す
べ
て
死
亡
す
る
。
ま
た
時
化
の
最
中
、
嵐
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
へ
ば
再
び
浪
は
静
ま
る
で
あ
ら
う
と
説
く
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
を
マ
ー
シ
ャ
ル
と
区
別
す
る
点
は
、
数
量
説
に
対
す
る
と
の
点
の
吟
味
で
あ
ら
う
。
実
際
上
に
於
い
て
は
、
n
の
変
化
は
k
、
ど
及
び
r
に
反
響
を
及
ぽ
し
易
い
も
の
で
あ
り
、
方
程
式
の
各
項
は
そ
の
変
化
に
於
い
て
P
を
安
定
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
n
の
適
度
た
変
化
が
P
に
そ
の
影
響
を
充
分
に
及
ぼ
す
と
と
を
妨
げ
る
と
一
五
う
の
で
あ
る
。
他
方
n
の
同
一
方
向
に
於
け
る
大
な
る
変
動
は
P
の
上
K
比
例
以
上
の
影
響
を
与
へ
る
p
も
の
で
あ
る
o
n
の
大
な
る
変
動
は
仰
人
の
資
産
に
影
響
し
、
n
の
変
化
ま
た
は
そ
れ
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
於
い
て
は
、
新
し
い
均
衡
状
怒
ま
で
の
過
渡
的
期
間
の
利
得
及
び
損
失
に
対
す
る
考
慮
が
、
現
金
使
用
の
慣
習
を
変
化
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
k
、
ピ
及
び
r
に
あ
る
変
動
を
惹
起
し
、
p
の
変
化
は
n
の
変
化
と
、
少
く
と
も
一
時
的
に
は
、
又
恐
ら
く
は
、
水
久
的
に
も
厳
密
に
は
比
例
し
な
い
結
果
と
な
る
で
あ
ら
う
o
m
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
る
語
は
、
、
人
に
よ
り
て
呉
っ
た
意
義
に
用
び
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
n
の
増
減
に
基
く
そ
れ
を
夫
々
現
金
の
膨
脹
ま
た
は
牧
結
と
一
再
ひ
、
r
の
増
減
に
基
く
そ
れ
を
夫
々
信
用
の
膨
脹
ま
た
は
牧
縮
と
云
う
な
ら
ば
、
景
気
循
環
の
特
質
は
k
及
び
ピ
が
、
n
及
び
r
の
変
化
に
関
係
な
く
、
好
景
気
の
時
に
減
少
し
、
不
景
気
の
時
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
と
と
で
あ
る
o
k
と
ど
左
の
変
動
は
犬
々
宍
物
残
高
、
即
ち
牒
買
力
で
洲
っ
た
千
許
ま
た
は
銀
行
浪
金
の
残
高
の
減
少
、
或
び
は
増
加
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
実
物
残
高
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
び
得
る
。
と
の
よ
う
な
彼
の
主
張
は
、
物
価
決
定
の
上
に
於
け
る
神
秘
性
と
云
う
と
と
を
排
斥
し
て
、
二
、
三
の
判
然
と
し
た
原
因
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
C
E
即
ち
こ
れ
ら
の
原
凶
の
う
ち
n
と
r
と
は
立
接
中
央
銀
行
の
管
理
の
下
に
あ
り
、
ま
た
あ
ら
し
め
・
な
け
れ
ば
な
ム
な
い
。
k
と
ど
と
は
直
接
的
に
は
管
理
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
公
衆
と
実
業
界
と
の
気
分
に
よ
り
℃
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
物
価
を
長
期
間
に
わ
た
っ
℃
安
山
見
せ
し
め
ん
が
た
め
に
は
、
k
と
ど
と
の
上
に
安
定
的
な
力
炉
一
加
へ
る
か
、
或
ひ
は
ま
た
そ
れ
が
失
敗
す
る
か
も
し
く
は
実
行
不
能
な
る
場
合
に
は
、
k
と
ピ
と
の
変
化
を
抑
制
す
る
よ
う
に
n
と
r
と
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
の
場
合
k
と
ピ
、
特
に
ピ
の
上
に
安
定
的
な
力
を
与
へ
る
通
常
の
方
法
は
銀
行
の
利
子
歩
合
で
あ
る
。
貸
出
を
容
易
に
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
非
常
の
際
に
討
す
る
現
金
準
備
の
利
益
を
減
じ
得
る
と
と
か
ら
、
利
子
歩
合
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
ど
の
増
加
の
傾
向
は
若
干
抑
制
す
る
と
と
が
出
来
る
。
ま
た
金
利
が
低
い
と
、
銀
行
貸
出
が
増
し
て
:ο
増
加
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
r
を
減
少
せ
し
め
得
る
か
ら
こ
れ
ま
た
上
と
同
様
な
作
用
、
妓
川
本
が
別
作
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
利
子
歩
合
が
常
に
そ
札
の
み
で
有
殺
な
手
段
と
な
り
得
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
と
と
ろ
か
ら
、
物
価
安
定
の
た
め
に
は
、
時
に
応
じ
n
と
r
と
を
統
制
す
る
こ
と
の
必
要
が
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
に
中
央
銀
行
の
第
一
の
任
務
貨
幣
数
泣
設
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
理
論
一
五
経
営
と
経
済
一六
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
。
例
へ
ば
課
税
の
た
め
の
紙
幣
の
発
行
に
よ
り
遥
貨
が
膨
脹
す
る
場
合
、
n
は
通
貨
の
目
的
意
外
の
も
の
に
左
右
さ
れ
充
分
に
管
理
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
他
方
金
本
位
制
の
下
に
於
い
て
も
‘
世
界
を
通
じ
て
金
に
封
す
る
需
要
供
給
を
決
定
す
る
自
然
的
な
力
が
n
p定
め
る
と
と
ろ
か
ら
、
常
に
は
調
節
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
中
央
銀
行
制
度
に
よ
ら
・
泣
け
れ
ば
、
r
が
伺
々
の
銀
行
の
決
定
す
る
と
と
ろ
と
な
っ
て
、
調
節
が
適
当
に
行
は
れ
が
た
い
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
n
と
r
と
が
如
何
に
安
.
定
し
て
も
、
k
と
ピ
と
が
不
安
定
な
る
限
り
、
物
価
水
準
の
安
定
を
期
待
す
る
と
と
が
出
来
な
い
。
景
気
循
環
の
特
質
は
も
と
も
と
n
ま
た
は
r
の
変
化
で
は
な
く
し
て
、
k
と
ど
と
の
変
動
で
あ
る
と
一
五
ひ
得
る
。
そ
れ
故
に
k
と
ど
と
の
変
化
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
、
n
と
r
と
か
一
加
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
動
を
調
節
す
る
と
と
を
得
る
の
で
あ
る
o
m，
ケ
イ
ン
ズ
の
安
定
貨
幣
政
策
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
思
想
が
、
上
述
の
如
き
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
し
う
る
が
、
そ
の
地
盤
に
あ
る
過
去
の
金
本
位
制
か
ら
新
し
い
管
理
通
貨
制
へ
の
転
換
を
主
配
抗
す
る
、
「
貨
幣
改
革
論
」
の
理
論
的
支
桂
と
し
て
、
数
量
説
の
批
判
的
援
用
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
理
論
が
マ
ー
シ
ャ
ル
及
び
ピ
グ
ー
を
承
継
し
、
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
学
派
の
数
量
説
を
現
金
残
高
数
量
説
の
形
式
に
於
い
て
、
一
応
完
成
さ
れ
た
形
に
ま
で
発
展
せ
し
め
た
と
と
る
に
彼
の
貢
献
が
あ
る
。
次
に
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
数
量
説
の
二
つ
の
類
型
に
つ
い
て
若
干
の
吟
味
を
加
へ
な
が
ら
、
同
時
に
ケ
イ
ン
ズ
の
物
価
理
論
を
問
題
と
し
よ
う
。
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フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
交
換
方
程
式
の
出
発
点
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
金
収
引
ま
た
は
支
出
の
総
歪
で
あ
っ
て
、
「
ヶ
イ
シ
ズ
貨
幣
改
革
問
題
」
九
消
費
財
に
む
け
ら
れ
る
所
得
の
流
れ
で
も
な
く
、
実
物
残
高
或
ぴ
は
現
金
で
保
持
さ
れ
る
資
源
の
割
合
で
も
な
い
こ
と
は
既
に
明
か
で
あ
る
。
B
を
一
定
期
間
に
於
け
る
現
金
取
引
の
総
量
、
M
、
V
を
夫
々
現
金
の
霊
及
び
流
通
速
度
と
す
れ
ば
、
回
目
去
〈
で
あ
る
o
し
か
し
B
は
ま
た
呉
っ
た
方
法
で
分
析
さ
れ
得
る
。
取
引
が
す
べ
て
売
買
さ
れ
る
商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
主
に
、
そ
の
価
格
を
乗
じ
た
も
の
で
表
さ
れ
る
か
ら
、
q
が
売
買
さ
れ
る
も
の
占
一
宍
P
が
価
格
で
あ
れ
ば
、
回
H
M
?
P
と
た
る
o
金
の
単
位
と
し
て
基
準
年
に
於
い
て
一
単
位
の
価
値
を
有
す
る
高
を
と
れ
ば
、
次
の
如
く
な
る
。
回
H
N
P
P
H
M
M
N叶
そ
り
場
合
、
T
M
(
?
W
Y
2
7
N
(
ρ
円沖)
b
同
rmM司
と
と
で
D
M
は
先
山
具
さ
れ
た
商
品
の
物
価
水
準
で
、
現
金
取
引
一
誠
治
ヤ
を
示
す
も
の
と
な
る
o
T
は
売
買
さ
れ
た
単
位
数
の
合
計
で
あ
る
。
と
の
式
の
一
保
準
形
式
は
、
M
M
M
吋，
H
宮
〈
ま
た
P
吋
u
昌
司
.
+
豆
、
弓
と
な
り
、
町
フ
ィ
ツ
シ
ャ
l
の
見
併
が
所
得
速
度
の
一
定
と
完
全
雇
傭
を
前
提
と
す
る
理
論
の
構
成
を
意
味
す
る
と
と
ろ
と
な
る
。
と
の
意
味
に
於
い
て
貨
俗
数
量
の
決
定
要
凶
の
分
析
が
、
物
価
理
論
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
リ
ン
ト
ナ
l
ハ吋
-
H
L
5
5
5
が
一
五
う
が
如
く
、
数
量
方
程
式
が
貨
幣
理
論
の
発
展
の
上
に
於
い
て
、
大
な
る
前
進
を
示
し
た
と
と
は
、
と
れ
を
率
直
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
量
方
程
式
は
単
な
る
恒
等
式
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
経
済
活
動
を
反
映
す
る
若
干
の
重
要
な
社
会
全
体
に
関
す
る
総
計
概
念
に
注
意
を
集
中
せ
し
め
得
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
M
、
V
及
び
T
が
何
故
に
そ
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
決
定
す
る
経
済
の
他
の
局
面
の
議
論
に
便
利
な
分
調
的
方
法
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
経
済
学
。
一
初
期
の
発
達
に
於
い
て
、
白
山
市
場
に
於
け
る
「
価
格
は
供
給
と
需
要
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
と
す
る
命
題
が
、
党
揺
を
な
し
た
と
あ
た
か
も
同
様
な
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
わ
か
く
て
フ
ゃ
ツ
シ
ャ
l
は
物
価
水
準
に
影
響
す
る
直
接
的
な
要
凶
と
、
間
接
的
な
要
因
の
分
析
を
行
う
ひ
で
あ
る
が
、
交
換
方
程
式
の
妥
当
性
の
詠
誌
の
た
め
に
、
と
れ
ら
諸
要
凶
の
府
民
力
に
及
ぼ
す
影
響
な
ら
び
に
こ
れ
ら
要
凶
相
互
間
の
関
係
を
分
析
し
.
既
に
述
べ
た
四
つ
の
前
提
の
立
証
を
試
み
て
い
る
。
貨
幣
数
註
誌
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
理
論
七
経
営
と
経
済
λ 
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
前
提
を
そ
の
ま
L
承
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
光
づ
M
の
増
減
に
よ
っ
て
T
が
影
響
さ
れ
ぬ
独
立
的
要
素
と
す
る
と
と
は
、
T
が
自
然
の
資
源
と
技
術
的
条
件
に
よ
る
も
の
で
、
M
の
増
加
が
生
産
物
の
増
加
や
貨
物
列
車
、
貨
物
舶
の
速
度
を
平
め
る
結
果
と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
過
渡
期
に
於
い
て
貨
幣
の
増
減
が
貨
幣
価
値
を
変
動
せ
し
め
、
そ
れ
は
財
貨
と
の
交
換
を
刺
戟
じ
T
の
上
に
変
動
を
も
た
ら
す
と
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
M
と
M
と
の
比
例
的
変
動
と
云
う
前
提
も
、
社
会
の
信
用
状
態
か
ら
そ
の
ま
L
直
ち
に
認
め
が
た
い
。
不
況
の
場
合
は
銀
行
の
貸
付
と
当
座
賃
金
は
、
銀
行
の
支
払
準
備
の
牧
縮
と
度
合
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
ま
た
好
況
の
場
合
は
信
用
の
利
用
度
が
一
般
に
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
過
渡
期
に
於
い
て
は
正
比
例
関
係
は
認
め
が
た
い
。
さ
ら
に
M
と
V
及
び
V
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
前
提
の
現
実
性
は
認
め
が
た
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
貨
幣
数
量
の
増
加
は
そ
の
価
値
を
下
落
せ
し
め
る
。
貨
懲
に
封
ず
る
信
積
が
そ
の
数
量
と
全
然
無
関
係
な
も
の
で
は
な
く
、
消
交
の
傾
向
を
左
右
す
る
と
と
ろ
か
ら
、
M
O
流
通
速
度
.
ド
討
す
る
影
呼
が
考
へ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
四
の
前
提
は
所
詔
物
価
の
す
:
動
性
の
問
題
で
あ
る
。
と
れ
は
物
価
は
貨
幣
側
か
ら
の
そ
動
的
な
結
川
別
で
あ
っ
て
、
物
価
が
能
動
的
に
他
の
要
凶
に
作
用
し
、
そ
れ
を
変
動
せ
し
め
る
原
凶
と
な
る
も
の
で
な
い
と
す
る
主
昧
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
般
物
価
。
変
動
は
貨
幣
の
購
買
力
の
変
動
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
財
貨
の
需
拾
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
と
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
冨
〈
+
豆
、
〈
、
H
句
、
円
で
示
さ
れ
る
交
換
方
程
式
は
、
数
静
的
に
等
価
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
一
定
期
間
に
於
け
る
貨
幣
と
財
貨
と
の
収
引
関
係
の
事
後
計
算
的
表
示
た
る
と
と
を
と
え
て
、
M
↓
P
へ
の
因
果
関
係
の
説
明
を
求
め
た
と
と
ろ
に
こ
の
前
提
の
意
味
が
b
る
。
ー
し
か
し
な
が
ら
、
交
換
方
程
式
は
も
と
も
と
左
右
両
項
の
等
価
な
る
と
と
を
表
示
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
か
ら
凶
果
関
係
の
存
在
を
認
容
し
が
た
い
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
前
提
の
吟
味
に
よ
っ
て
交
換
方
程
式
の
も
つ
、
非
現
実
的
に
し
て
静
態
論
的
た
構
造
が
読
み
と
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
か
L
る
数
量
方
程
式
か
ら
の
発
展
の
過
程
の
う
ち
に
、
ま
さ
に
古
典
派
的
貨
幣
理
論
か
ら
近
代
的
貨
幣
理
論
へ
の
発
展
の
推
移
が
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
t
A
る
意
味
に
於
い
て
、
主
体
的
動
機
及
び
行
為
に
、
よ
り
一
一
周
依
存
す
る
ケ
ム
プ
リ
ツ
ヂ
学
派
の
貨
幣
数
量
説
が
つ
ぎ
に
吟
味
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
わ
同
・
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・
同
4
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叶
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司
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司
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と
れ
を
で
に
述
べ
て
き
た
と
と
ろ
は
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
の
交
換
方
程
式
と
ケ
ム
〆
リ
ヅ
ヂ
学
派
の
数
量
万
程
式
を
通
し
て
数
量
説
の
二
つ
の
類
型
に
つ
い
て
ピ
あ
る
が
、
さ
ら
に
と
の
両
者
の
関
連
ま
た
は
差
異
に
つ
い
て
検
討
ヂ
る
こ
と
に
上
り
、
よ
り
一
層
数
日
一
旦
説
の
発
展
過
程
に
於
け
る
地
位
を
究
明
し
得
る
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
思
想
は
一
八
八
七
年
i
八
八
年
の
金
銀
委
員
会
及
び
一
八
九
九
年
の
印
度
通
貨
安
員
会
に
討
す
る
報
告
の
う
ち
に
見
ら
れ
、
と
れ
が
「
貨
幣
、
信
用
及
び
商
業
」
に
要
約
さ
れ
た
も
の
で
、
と
れ
が
さ
ら
広
ピ
グ
l
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
っ
て
方
程
式
の
形
で
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ノ
.
マ
ー
シ
ャ
ル
の
所
論
は
、
人
が
あ
る
時
点
に
於
い
て
千
許
に
保
有
せ
ん
と
す
る
即
時
時
売
力
の
量
が
、
彼
が
手
許
に
保
有
す
る
貨
幣
の
全
価
値
に
等
し
い
と
す
る
も
の
で
あ
o
l
lそ
れ
は
一
国
全
体
の
人
々
に
つ
い
て
も
同
様
に
云
ぴ
得
る
こ
・
と
で
あ
る
が
l
ー
そ
の
こ
と
は
人
が
手
許
貨
幣
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
即
時
昨
買
力
の
も
た
ら
す
利
益
と
、
購
買
力
を
手
許
に
死
蔵
す
る
こ
と
に
よ
り
喪
失
す
る
利
益
と
が
、
比
較
評
宣
さ
れ
こ
れ
を
一
致
す
る
が
如
く
常
に
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
人
が
千
許
に
保
有
せ
ん
と
す
る
即
時
購
買
力
の
回
一
旦
が
貨
幣
数
宣
伝
等
し
い
こ
と
を
示
す
と
と
は
、
所
得
に
一
定
比
率
を
乗
じ
た
も
の
が
貨
幣
数
量
に
等
し
い
と
と
を
ま
た
示
す
も
の
で
あ
る
。
と
の
場
合
一
定
比
率
は
ま
さ
に
貨
幣
の
流
通
速
度
を
示
す
も
の
で
、
上
の
関
係
は
フ
ィ
ツ
シ
ャ
I
の
交
換
方
程
式
忌
〈
H
M
M
吋
と
同
形
の
も
の
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
め
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
と
の
関
連
を
問
題
と
し
た
場
合
に
於
い
て
、
ピ
グ
I
の
場
合
も
マ
ー
シ
ャ
ル
と
同
様
の
こ
と
を
云
ぴ
得
る
で
あ
ら
う
。
既
に
}n
同
rノ
ノ
・
述
べ
た
如
く
、
ピ
グ
l
は
旬
日
制
刊
の
汗
て
そ
の
数
量
方
程
式
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
彼
自
身
に
よ
っ
て
、
交
換
方
程
式
と
次
の
如
く
封
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
o
め
T
を
取
引
数
量
、
M
を
法
貨
要
求
権
の
単
位
数
、
V
を
そ
の
流
通
速
度
及
び
π
を
貨
幣
で
表
示
し
宮
〈
た
財
貨
一
単
位
の
価
格
と
す
る
o
交
換
方
程
式
は
1
J「
と
な
る
が
、
7
U引
な
る
と
と
ろ
か
ら
自
n
問
、
吋
1
1
1
1
1
2
r
4
U
M
-
-
冨
l
宮
〈
同
A
4
で
あ
る
。
こ
の
方
程
式
に
於
い
て
は
、
仲
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
宅
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
o
と
の
こ
と
は
、
他
の
事
情
に
し
て
一
定
な
る
限
り
、
k
が
半
分
に
な
れ
ば
V
が
二
倍
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
本
質
的
に
は
、
ピ
グ
1
と
フ
ィ
ツ
貨
幣
数
量
設
と
ケ
イ
ン
ズ
物
価
理
論
九
経
告
と
経
済
ご
O
シ
ャ
ー
と
の
問
に
は
差
異
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
ど
そ
の
差
異
が
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
が
貨
幣
の
流
通
速
度
に
重
点
を
泣
く
に
封
し
、
ピ
グ
ー
が
一
定
期
川
の
社
会
の
全
体
の
所
得
の
う
ち
、
現
金
で
保
有
さ
れ
る
部
分
と
し
か
ら
ざ
る
部
分
と
の
割
合
が
定
ま
れ
ば
、
そ
と
か
ら
貨
幣
の
購
買
力
が
決
定
さ
れ
る
と
す
る
と
と
ろ
か
ら
、
社
会
の
会
資
源
の
う
ち
法
貨
に
討
す
る
要
求
格
の
形
で
保
有
さ
れ
る
'
割
合
、
k
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
云
ぴ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
の
ピ
グ
l
批
判
を
通
し
て
、
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
学
派
。
び
い
て
は
ピ
グ
ー
の
、
数
量
方
程
式
の
も
つ
性
格
或
ひ
は
欠
陥
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
と
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
小
衰
の
円
五
を
も
っ
て
実
物
残
高
の
主
主
測
定
す
る
こ
と
は
?
物
価
水
準
の
型
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
回
避
し
て
い
る
。
数
量
方
程
式
の
目
的
は
、
小
麦
の
価
格
で
は
な
く
し
て
、
何
ら
か
の
意
味
に
於
け
る
貨
幣
の
購
買
力
を
見
出
す
と
と
に
あ
る
。
ピ
グ
ー
の
解
答
は
、
相
討
的
価
格
は
変
化
せ
ー
下
、
す
e
へ
て
の
仰
々
の
価
絡
、
従
っ
て
す
べ
て
の
物
価
水
準
が
小
麦
と
の
関
係
に
於
い
て
同
定
さ
れ
る
と
と
を
、
事
実
よ
り
一
陥
る
も
の
で
あ
る
が
、
暗
々
裡
に
意
味
す
る
か
、
或
ぴ
は
ま
た
何
ら
の
寄
与
を
し
な
い
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
貯
者
策
金
、
営
業
波
金
及
び
所
得
筑
金
と
し
て
区
別
さ
れ
た
と
と
ろ
の
、
兵
る
目
的
の
た
め
に
あ
る
割
合
に
於
い
て
保
有
さ
れ
る
が
、
そ
の
割
合
の
変
動
よ
り
生
、
千
る
擾
乱
を
こ
の
方
程
式
は
駿
昧
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
貯
蓄
率
と
投
資
率
と
の
聞
の
不
均
衡
に
基
づ
く
と
と
ろ
の
、
物
価
水
準
の
混
乱
ο分
析
に
討
し
で
も
利
用
さ
れ
難
い
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
め
こ
こ
に
は
既
に
ケ
イ
ン
ズ
の
物
価
水
準
決
定
。
理
論
に
於
い
て
、
伎
の
「
貨
幣
改
革
論
」
を
こ
え
る
と
と
る
の
数
量
説
に
討
す
る
考
へ
方
が
う
か
が
は
れ
る
の
ゃ
あ
る
。
即
ち
貯
蓄
、
投
資
の
理
論
は
そ
の
後
の
彼
の
理
論
を
つ
ら
ぬ
く
重
要
な
立
場
を
た
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
め
塩
野
谷
九
十
九
氏
「
ケ
イ
y
ズ
経
済
学
の
展
開
」
ご
O
瓦
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マ
ー
シ
ャ
ル
及
び
ピ
グ
ー
が
、
人
々
が
手
許
に
保
有
す
る
牒
買
力
の
数
量
と
、
社
会
に
於
け
る
資
源
を
小
麦
で
評
価
せ
る
総
価
値
と
の
封
比
か
ら
、
貨
幣
の
価
値
を
求
め
ん
と
す
る
に
討
し
、
ケ
イ
ン
ズ
は
ぷ
準
的
な
消
究
財
の
集
合
室
、
即
ち
彼
の
一
区
う
消
究
単
位
の
概
念
を
導
入
し
て
‘
そ
と
か
ら
ロ
H
間
持
さ
ら
に
ロ
日
間
回
(
庁
+
件
、
)
な
る
方
程
式
を
樹
立
し
た
と
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
ぺ
た
如
く
で
あ
る
。
「
貨
幣
改
革
命
」
に
於
い
て
役
。
呼
ぶ
、
と
の
実
物
残
高
方
程
式
は
そ
の
後
に
来
る
「
貨
俗
論
」
に
於
い
て
は
、
欠
陥
を
も
つ
も
の
と
し
て
反
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
こ
の
方
程
式
の
ほ
扱
上
の
欠
点
は
、
そ
の
議
論
に
関
連
せ
る
単
位
は
厳
寝
に
云
へ
ば
消
交
単
位
で
あ
り
、
従
っ
て
消
投
単
位
ω
価
格
た
る
p
は
わ
れ
わ
れ
の
論
究
の
対
袋
、
即
ち
貨
幣
の
府
民
力
を
去
は
す
と
伝
う
暗
示
に
あ
る
乙
と
、
及
び
ど
の
変
化
の
可
能
な
ら
M
M
N
は
‘
本
来
公
求
の
側
に
於
け
る
慣
習
の
変
化
と
し
て
述
べ
ら
れ
得
る
も
の
に
制
限
さ
れ
て
い
た
と
云
う
暗
示
で
あ
る
o
匂
h
p一
支
出
の
犯
々
た
対
象
の
物
価
水
準
、
M
V一
現
金
残
高
室
.
C
を
実
物
残
高
の
M
に
封
応
す
る
主
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
さ
き
の
方
程
式
は
次
の
よ
う
な
単
純
な
形
式
で
表
現
さ
れ
得
る
。
可
日
山
?
と
の
方
程
式
は
代
的
に
一
つ
の
主
要
な
る
点
を
鋭
く
現
は
し
て
い
る
。
即
ち
現
金
残
高
の
宝
は
銀
行
家
の
決
意
に
依
存
し
、
ま
た
彼
ら
に
よ
っ
て
造
出
さ
れ
る
。
宍
物
残
高
の
H
E
は
民
金
者
の
決
意
に
伏
存
し
、
ま
た
彼
ら
に
よ
っ
て
進
出
さ
れ
る
。
物
価
水
準
、
九
は
と
の
こ
組
の
決
意
の
合
成
物
に
し
て
、
現
金
残
高
の
造
出
金
の
、
実
物
残
高
の
造
向
日
耳
鳴
に
討
す
る
北
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
。
抗
言
す
れ
ば
、
実
物
残
高
は
人
の
貨
幣
に
討
す
る
市
要
の
大
い
さ
で
あ
り
、
現
金
残
高
は
彼
ら
の
需
要
に
お
応
し
て
銀
行
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
貨
幣
の
円
主
で
あ
る
と
云
う
を
得
ょ
う
。
そ
と
で
物
価
水
準
抗
の
決
定
は
こ
れ
ら
の
需
給
関
係
に
よ
り
制
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
云
は
ど
人
々
の
決
意
と
銀
行
家
の
決
立
と
の
相
関
関
係
の
う
ち
に
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
現
金
取
引
数
量
説
に
お
す
る
現
金
残
高
数
量
説
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
と
云
ぴ
得
ょ
う
。
か
く
の
如
く
と
の
接
近
の
方
法
は
価
格
形
成
の
過
程
が
、
如
何
に
人
間
の
決
意
に
関
連
す
る
か
に
つ
い
て
の
手
懸
を
わ
れ
わ
れ
に
与
へ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
一
仙
人
が
彼
の
実
物
残
高
の
保
有
立
を
減
少
せ
ん
と
す
る
決
意
を
な
す
と
き
は
、
そ
れ
は
何
時
で
も
物
価
水
準
の
勝
賞
乞
も
た
ら
す
。
た
ど
そ
れ
が
現
存
の
物
価
水
準
に
於
い
て
、
他
の
例
人
の
側
の
反
封
の
決
意
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
現
金
有
高
を
そ
れ
に
相
当
す
る
だ
け
減
少
せ
ん
と
す
る
銀
行
家
の
側
の
決
意
に
よ
っ
て
平
均
さ
れ
得
る
限
り
に
於
い
て
は
そ
の
よ
ろ
に
は
た
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
例
人
の
決
立
が
他
の
仰
人
ま
た
は
銀
行
家
の
決
定
吉
動
か
さ
な
げ
れ
ば
、
そ
の
場
合
、
物
価
水
準
の
終
似
の
比
例
的
勝
貨
は
、
彼
の
実
物
残
高
の
保
有
主
の
減
少
が
、
そ
れ
の
残
余
の
保
有
企
に
お
す
る
と
正
確
に
同
じ
割
合
に
あ
る
と
す
る
o
わ
註
こ
の
命
胞
の
務
ご
の
部
分
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
r
た
異
物
残
高
の
保
有
量
、
m
た
現
金
残
高
の
保
有
量
ハ
こ
れ
は
不
変
で
あ
る
と
仮
定
し
て
V
P
L
物
貨
幣
数
丑
設
と
ケ
イ
ン
ズ
物
価
担
論
揺
営
と
経
済
価
水
準
で
あ
る
と
し
、
一
方
句
ら
預
金
者
が
伎
の
実
物
残
高
の
保
有
量
た
む
だ
け
減
ず
る
と
ぎ
の
物
価
水
準
の
路
貴
で
あ
る
と
す
九
・
ぽ
も
。
同
】
円
凶
『
A
H
『
)
ハ
句
+
右
)
従
っ
て
l
l
H
l
Jー
と
な
る
。
乃
参
照
i
同
】
h
i
E
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
物
価
理
論
の
発
展
を
問
題
と
す
る
場
合
に
、
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
と
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
そ
れ
と
の
差
異
を
問
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
に
於
い
て
は
、
k
、
ピ
及
び
r
を
可
変
的
た
要
素
と
見
、
貨
幣
数
量
n
は
独
立
変
数
で
は
な
く
、
n
の
変
動
が
こ
れ
ら
の
も
の
L
変
化
に
到
し
τ及
ぼ
す
影
響
を
認
め
て
い
る
。
と
の
と
と
は
フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
の
過
渡
期
を
経
過
し
た
後
の
、
E
常
的
、
究
極
的
影
響
に
封
す
る
、
ケ
イ
ン
ズ
の
短
期
的
、
過
渡
的
変
動
の
観
筑
で
あ
る
。
そ
と
で
フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
の
事
後
的
性
格
に
封
す
る
、
ケ
イ
ン
ズ
の
貨
幣
保
有
の
動
機
の
上
に
立
つ
、
残
高
方
程
式
が
、
経
比
一
一
の
動
態
過
程
の
分
析
に
む
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
且
つ
ま
た
、
ケ
ム
プ
リ
ヅ
ヂ
学
派
の
方
程
式
が
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
そ
れ
と
兵
っ
て
、
一
山
瓦
期
間
を
と
り
あ
げ
や
し
て
、
あ
る
時
点
に
活
弓
ず
る
こ
と
は
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
l
の
方
程
式
が
、
一
期
同
に
於
け
る
ζ
ぐ
と
句
、
吋
を
等
註
し
て
、
そ
こ
か
ら
‘
物
価
。
凶
果
的
説
川
を
求
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
比
し
て
、
主
要
な
討
照
を
そ
こ
に
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
が
流
通
貨
幣
の
数
量
、
M
の
変
化
主
主
視
す
る
に
反
し
、
ケ
イ
ン
ズ
が
尺
の
千
許
に
保
有
せ
ん
と
す
る
実
物
残
高
の
増
減
を
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
貨
幣
価
値
の
変
動
乞
説
明
す
る
上
に
於
け
る
両
者
の
方
法
上
の
さ
具
の
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
¥
H
M
M
U
S
Hハ
叫
|
ア
フ
タ
リ
ン
(
k
p
・
防
止
と
古
ロ
)
は
両
者
を
比
較
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
は
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
そ
れ
よ
り
も
一
一
周
例
々
人
と
J
接
触
を
保
っ
て
い
る
と
云
う
長
所
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
方
程
式
を
取
扱
ふ
場
合
に
於
い
て
、
物
価
決
定
。
機
椛
は
一
一
周
客
観
的
で
な
く
な
り
、
且
つ
自
動
的
で
な
く
た
っ
て
、
一
層
人
間
の
勤
波
及
び
行
為
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
左
が
ら
そ
の
方
程
式
の
欠
点
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
場
合
は
そ
の
本
来
の
存
在
を
も
ち
、
貨
幣
と
独
立
し
て
考
へ
ら
れ
た
商
品
と
云
う
代
表
的
観
怠
が
、
ケ
イ
ン
ズ
の
場
合
に
は
貨
幣
ω
観
念
に
よ
っ
て
包
ま
れ
て
い
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
に
於
け
る
取
引
萱
T
は
、
貨
幣
以
外
に
於
い
て
理
解
さ
れ
測
定
さ
れ
ル
る
。
し
か
る
に
金
山
に
あ
る
貨
幣
で
牒
民
し
得
る
治
山
氏
単
位
、
即
ち
そ
の
金
銭
の
牒
出
兵
力
た
る
k
は
、
貨
幣
を
通
じ
て
の
み
商
品
を
把
握
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
の
バ
ラ
ン
ス
は
名
目
上
の
バ
ラ
ン
ス
の
存
在
に
よ
っ
て
の
み
、
意
味
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
の
諸
問
(
は
す
べ
て
直
接
ま
た
は
間
接
に
貨
幣
性
を
備
へ
て
い
る
。
そ
の
方
程
式
は
確
実
な
長
所
は
あ
る
が
、
ロ
日
ロ
な
る
重
複
に
帰
着
し
は
せ
ぬ
か
と
云
ろ
印
泊
識
を
や
L
強
く
与
へ
過
ぎ
る
と
し
て
い
る
。
め
こ
の
よ
う
に
ケ
イ
ン
ズ
が
人
間
の
主
体
的
動
機
及
び
行
為
に
よ
り
一
一
周
依
存
す
る
1
1
1
即
ち
銀
行
と
涙
金
者
と
の
双
方
の
決
意
が
、
物
価
の
決
定
に
関
連
を
も
っ
て
く
る
ー
ー
と
云
う
と
と
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
が
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
そ
れ
に
比
し
て
、
よ
り
自
然
的
で
あ
り
且
つ
実
際
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
か
L
る
長
所
は
本
来
的
に
は
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
の
、
一
五
は
ど
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
学
派
の
忠
却
の
流
れ
を
う
け
つ
い
だ
と
こ
ろ
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
方
程
式
の
も
つ
欠
点
が
、
そ
れ
の
貨
幣
的
性
質
か
ら
の
主
復
位
と
云
う
点
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。以
上
ケ
イ
ン
ズ
の
数
量
方
程
式
と
フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
の
交
換
方
程
式
と
の
差
異
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
が
、
ケ
イ
ン
ズ
の
フ
ィ
ツ
シ
ー
に
封
す
る
批
判
的
態
度
は
、
と
れ
を
充
分
に
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
や
、
た
ほ
そ
の
根
底
に
於
い
て
遠
く
隔
た
る
も
の
で
な
い
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
が
ブ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
そ
れ
と
出
発
点
を
異
に
し
、
な
が
ら
、
結
局
に
於
い
て
、
両
者
が
同
じ
基
盤
の
上
に
た
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
と
に
つ
い
て
吟
味
し
4
広
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
と
で
わ
れ
わ
れ
は
両
者
の
方
程
式
を
封
比
し
て
、
そ
の
形
式
的
規
似
性
を
ロ
パ
l
ト
ソ
ン
(
む
・
出
・
岡
山
各
2
3
0
D
)
に
よ
っ
て
明
瞭
な
ら
し
め
て
見
ょ
う
o
h
w
R
を
実
質
年
国
民
所
得
、
T
を
実
質
年
取
引
数
量
、
M
を
現
在
貨
幣
数
量
、
K
を
R
の
う
ち
人
が
賊
入
の
た
め
に
手
許
に
保
有
せ
ん
と
す
る
貨
幣
の
割
合
.
E
を
T
の
う
ち
人
が
取
引
の
た
め
に
手
許
に
保
有
せ
ん
と
す
る
貨
幣
の
割
合
、
V
を
実
質
所
得
の
諸
要
素
に
封
す
る
貨
幣
の
平
均
流
通
速
度
.
w
v
を
実
質
取
引
の
諸
要
素
に
お
す
る
貨
幣
の
平
均
流
通
速
度
、
P
を
所
得
物
価
水
準
、
F
を
取
引
物
価
水
準
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
O
H
(
斜
)
H
M
u
u
ーロ向
i
(
『
)
旬
、
l
h内
l
開
問
|
問
、
、
吋
昌
司
、
宮
〈
、
N
(
お
)
H
M
H
J
伺
i
(
『
)
H
M
H
|
吋
|
こ
の
両
者
の
方
程
式
の
形
式
崎
関
係
に
つ
い
て
導
き
出
さ
れ
る
と
と
は
次
の
如
く
で
b
る
ι
仰
と
仰
と
の
ωか
ら
夫
々
足
H
旬
開
問
及
び
】
川
河
・
MM
同
】
忌
宮
〈
H
H
V
一
声
従
っ
て
E
H
1
司
J
そ
こ
で
f
〈
i
H
M
M
一
関
知
と
な
る
o
故
に
4
日
開
。
同
開
H
叫
矧
友
る
こ
と
で
あ
る
o
こ
の
こ
と
の
意
味
は
K
と
V
と
が
互
に
逆
数
関
係
に
あ
る
と
と
、
及
び
K
が
貨
幣
数
量
の
年
所
如
何
に
釘
す
る
比
率
に
等
し
い
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
数
量
設
と
ケ
イ
シ
ズ
物
価
理
論
経
営
と
経
済
一
四
か
く
て
人
が
所
得
の
う
ち
貸
借
の
形
態
で
保
有
せ
ん
と
す
る
割
合
は
、
貨
幣
の
流
通
速
度
。
逆
数
と
な
り
、
従
っ
て
K
の
増
大
は
V
の
減
少、
K
の
減
少
は
V
の
増
大
を
夫
々
意
味
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
ケ
イ
ン
ズ
の
立
場
と
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
そ
れ
と
の
類
似
性
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
即
ち
ア
フ
タ
リ
オ
ン
の
云
う
如
く
、
町
流
通
速
度
の
増
加
が
物
価
勝
賞
の
貨
幣
的
要
素
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
投
一
一
一
目
す
れ
ば
数
量
説
の
伝
統
的
用
誌
に
立
帰
っ
て
、
貨
幣
価
値
の
変
動
即
ち
物
価
水
準
の
変
動
に
於
い
て
は
、
フ
ィ
ツ
シ
ャ
1
の
述
べ
る
よ
う
に
、
V
及
び
V
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
す
る
と
と
か
ら
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
と
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
の
方
程
式
と
の
問
に
於
け
る
形
式
的
類
似
性
は
、
‘
同
時
に
両
者
の
意
味
、
理
諭
に
於
け
る
性
格
の
同
根
性
を
物
語
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
ま
た
ケ
イ
ン
ズ
を
合
め
て
、
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
学
派
の
有
す
る
伝
統
的
な
性
格
で
あ
ら
う
。
ケ
イ
ン
ズ
と
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
と
の
両
者
。
上
に
於
け
る
老
兵
乃
至
そ
の
同
根
性
の
関
係
の
検
討
の
上
に
、
そ
の
後
の
ケ
イ
ン
ズ
の
物
価
理
論
の
発
展
を
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ケ
イ
ン
ズ
の
「
貨
幣
改
革
論
」
か
ら
「
貨
幣
論
」
へ
の
発
展
を
理
解
す
る
上
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
一
一
一
口
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
L
る
意
味
に
於
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
叙
述
。
な
ほ
補
足
す
ぺ
き
一
つ
の
問
題
は
所
謂
数
量
説
。
本
来
的
な
意
味
乃
至
性
格
の
問
題
で
あ
る
。
物
価
理
論
と
し
て
伝
統
的
な
地
位
を
占
め
る
も
の
が
貨
幣
数
宝
説
で
あ
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
貨
幣
論
が
母
体
で
あ
る
経
済
理
論
か
ら
遊
離
し
た
学
問
と
し
て
、
独
立
の
領
域
を
も
つ
に
至
っ
た
と
称
せ
ら
れ
る
時
に
於
い
て
は
、
貨
幣
が
交
換
価
値
的
世
界
に
於
け
る
一
般
的
交
換
手
段
と
し
て
、
財
の
世
界
の
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
価
似
関
係
す
}
単
純
に
表
現
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
交
換
価
値
の
世
九
よ
り
貨
幣
を
排
除
せ
ん
と
し
た
こ
と
、
挽
一
一
一
目
す
れ
ぽ
貨
幣
ヴ
ェ
ー
ル
観
の
基
礎
ο上
に
た
つ
従
来
の
経
済
理
論
が
、
価
値
論
乃
至
価
格
論
を
主
要
な
る
封
象
と
し
、
貨
幣
経
一
併
の
理
論
た
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
従
来
の
貨
幣
理
論
が
貨
幣
価
位
九
州
乃
至
物
価
論
主
主
要
な
る
内
容
と
し
た
こ
と
、
従
っ
て
そ
の
課
題
が
一
般
物
価
水
準
の
決
定
の
理
論
を
中
心
と
し
て
発
展
を
と
げ
て
き
た
事
情
と
を
併
せ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ト
り
な
い
。
向
か
aL
る
窓
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
貨
幣
数
量
説
を
問
題
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
数
H
一
旦
説
が
貨
幣
価
値
即
ち
物
価
水
準
の
変
動
乞
と
く
、
一
五
は
刊
誌
変
動
の
理
論
で
b
り
な
が
ら
、
突
は
静
態
的
な
理
論
に
終
っ
た
こ
と
は
、
反
省
さ
る
べ
き
主
要
な
点
で
あ
っ
て
、
従
来
の
数
量
説
。
椛
造
か
ら
す
る
必
然
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
交
換
方
程
式
は
流
通
貨
幣
量
と
物
価
水
準
と
の
因
果
的
な
関
係
づ
け
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
終
極
的
危
結
果
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
貨
幣
数
量
の
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
の
分
析
が
深
く
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
過
渡
的
変
動
よ
り
も
究
極
的
な
も
の
L
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
ケ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
学
派
の
数
量
説
に
於
い
て
も
同
様
に
、
物
価
水
準
の
変
動
過
程
を
充
分
に
説
明
し
得
る
も
の
と
し
て
は
認
容
し
が
た
い
と
と
で
あ
る
。
「
嵐
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
へ
ば
、
浜
は
一
括
び
静
ま
る
で
あ
ら
う
」
と
云
う
、
一
五
は
Y
Z
F
o
-
o
p四
g
p
F
g
q
は
数
量
説
を
余
り
に
安
易
な
ら
し
め
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
求
め
ら
る
べ
き
も
の
は
短
期
の
変
動
過
程
ω
分
析
で
あ
ら
う
。
「
貨
儲
改
革
論
」
を
苦
い
た
ケ
イ
ン
ズ
は
、
な
ほ
貨
幣
数
量
説
か
ら
ぬ
け
出
す
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。
古
典
派
の
世
界
に
あ
る
ケ
イ
ン
ズ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
「
貨
幣
論
」
に
於
い
て
、
均
単
に
静
態
的
均
衡
の
特
徴
の
み
で
左
く
、
不
均
衡
の
特
徴
を
も
叙
述
す
る
に
役
立
ち
得
る
一
つ
の
方
法
を
丸
出
し
、
そ
し
て
均
衡
の
一
つ
の
位
置
か
ら
他
の
位
置
へ
の
貨
幣
組
織
の
推
移
を
支
配
す
る
と
ご
ろ
の
動
態
的
な
法
則
。
発
見
に
基
本
的
注
目
総
を
む
く
に
至
っ
た
と
と
ろ
に
、
そ
の
後
の
彼
の
新
し
い
諮
展
が
凡
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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